
商学部「Jリーグ」講座、サッカー部、海外インターンシップ
人との出会い、結びつきが「夢の舞台」へ導く
　持田温紀さんは高校１年生の夏、自転車事故で脊
髄を痛め、入院は１年半に及んだ。車椅子生活となり、
４歳で始めたサッカーもプレーできなくなった。
　家族や周囲の支えもあって中大法学部に進学。他
学部履修制度を利用してＪリーグについて学ぶ商学
部の講座を受講し、担当の渡辺岳夫教授から「組織
改革を始めたサッカー部がプレーヤー以外の役割の
人材を探している」と声をかけられたことが転機と
なった。
　サッカー部が地域企画や営業活動を行う「事業本
部」という名のフロント制を導入しようと計画していた
頃だった。持田さんは入部後、地域や社会貢献活動、
スポンサー獲得などに携わった。
　車椅子の自分でもサッカーに熱くなれる機会をく

れたチームへの感
謝を抱く一方で、
「車椅子という点
に関係なく、結果
を残して、能力が
あるからチームの

一員なのだと思われたい」と話す。

東南アジアでの研修で成長
　サッカー部に入部して、再びサッカーと関わる生活
が始まり、さらに転機が訪れる。神奈川県鎌倉市に
あるサッカークラブ「鎌倉インターナショナルFC」を
経営する四方健太郎さんが、主に企業を対象に行っ
ている海外人材研修に興味を抱いた。そして、海外イ
ンターンシップとして2022年９月にシンガポール、マ
レーシアを訪れたのがW杯観戦の直接のきっかけと
なった。
　１週間の研修プログラムの中で、「一日で40人以上
にインタビューする」「４時間半後に中国語で自己紹
介できるようになって戻ってくる」といったユニークで
ハードなミッションと向き合い、海外で動き回るマイン
ド、ヒントを培った。自分が一皮むけて成長したと実
感できたという。
　インターンシップ最終日、今後半年で成し遂げたい
目標を参加者が表明することになり、持田さんは「W
杯現地観戦」と宣言。今回、有言実行を成し遂げた。

吉田キャプテン
「一緒に歌おう」

　「あなたをセレモニーに招待しま

す。どうですか」

　日本のグループリーグ２試合目

のコスタリカ戦の日、FIFAの服を着

た人から、座席で声をかけられた。

車椅子の人をセレモニーに招待す

る取り組みをFIFAが行っているこ

とは後で知った。厳重なゲートを通

過して、ピッチサイドから見た光景、

選手の姿はひときわまぶしかった。

くしくも11月27日というこの日は、５

年前に車椅子生活が始まった日

だった。

　３試合目のスペイン戦でもFIFA

の人に声をかけられた。グループ

リーグ最終戦のこの日はエスコート

キッズや、スペインの車椅子の人と同

じように、選手の近くに並んだ。そし

て最大のサプライズがやってきた。

　日本の国歌斉唱が始まる直前、

吉田麻也主将が「一緒に歌おう」と

車椅子を選手の列まで引いてくれ

たのだ。吉田主将の思いやり、心遣

いに感謝した。喜んでいるような、

泣いているような、感極まった表情

で君が代を歌い、「うれしさも感動

も、あらゆる感情が人生で一番あ

ふれた瞬間だった」という。

▲吉田麻也選手の背番号のユニフォームを着る持田温紀さん＝2023年１月19日、多摩キャンパス国際教育寮

優しかった
カタールの人々

　初戦のドイツ戦ではゴール裏の位

置、車椅子の人のために設けられた

スペースに陣取り、ほとんど日本人が

いない中で、日の丸の扇子を手に、

必勝の鉢巻き姿で声をからした。

　日本の勝利が濃厚となったゲー

ム終盤は、観客席のさまざまな国籍

と思われる人たちが「日本人と記念

撮影したい」と近寄ってきた。「100

人以上と一緒に撮ったかもしれな

い」と持田さん。「世界中の方 と々一

緒に日本代表を応援できたことがう

れしかった」と振り返った。

　カタールへの航空券や試合のチ

ケットは2022年11月に入って確保

した。宿泊先ホテルのダブルブッキ

ングなどで「あさってまでチェックイ

ンできない」と言われ、途方に暮れ

たこともあったが、空港のスタッフも

会場のボランティアも優しい人たち

ばかりだった。

クローズアップ

持田温紀さん

　もちだ・はるき。神奈川・桐蔭学園高卒、法学部４年。学友会体育連盟サッカー部所属。選
手と並んでピッチで国歌を歌ったことを「最大の興奮」とたとえた。スペイン戦で話題と
なった「三笘選手の一ミリ」のように、「最後まであきらめなければ奇跡を起こせる」という
意識を今も大切に過ごしている。吉田麻也選手には「いつか直接、お礼を言いたい」とい
う。サッカー部の事業本部で、地域や社会貢献活動、スポンサー獲得などを主導し、部を支
える活躍をしたことが評価され、大学スポーツ協会（UNIVAS）の「UNIVAS  AWARDS 
2022-23」のサポーティングスタッフ・オブ・ザ・イヤー最優秀賞を2023年3月に受賞した。

　階段の前で困っている様子を見

た人たちが、「teamwork !」と声に

出し、さっと集まって車椅子を持ち

上げてくれたことも一度や二度では

なかった。

　人権侵害について報道されるな

ど、大会期間中、問題が指摘された

カタール大会だが、持田さんはバリ

アフリーも行き届き、優しさに富ん

だ国という印象を抱いている。

　出場国32カ国、いや、それ以上

の国や地域の人たちが中東の国に

集まった。持田さんにとって「平和」

ということを強く意識した20日間

だった。

よも

理工学部情報工学科の学生４人が快挙

ChudaiNews
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頭の体操が
可能なゲーム「egger」

　グランプリを受賞したのは、情

報工学科４年（受賞時３年）の木原

康生さん、尾林郁海さん、児玉海斗

さん、生田智也さんの４人。

　受賞作品は「egger」と名付けら

れた「頭の体操」的な要素の強い

ゲームで、さまざまなジャンルのク

イズに正解すると、親しみのあるデ

ザインのキャラクター「ゆでたまご

くん」が画面の奥へと前進していく

という比較的シンプルな仕組み。思

考力と反応時間のスピードに着目し

て制作したという。

　著作権などの関係でゲーム画面

を紹介できないのは残念だが、体

験者のスコアをランキング形式で

表示し、競争を生むことで、「繰り返

しチャレンジしたい」というゲーム

への“依存性”を高めた。実際に何

度も挑戦する人がいて、この作戦

は奏功。作品への評価にも結び付

いた。

　4人の作品は、ほかのチームの作

品と比べて「ゲーム性」「わかりやす

さ」のバランスに秀でていた。また、

生田さんが「アイデアが素晴らし

く、ゲーム性の高い他校の作品に

は驚きもあった」、児玉さんが「ゲー

ムに専門的に取り組んでいるチー

ムと競い合えてうれしかった」と振

り返ったように、コンペティション

自体を楽しめたという。

過去の大会映像も
分析し対策
「自信作」で栄冠

　過去の大会の映像を分析し、中

　シニア世代の認知予防、脳年齢の活性化などを目的に、2022年11月に開催された「第４回

全国電子工学系学校ゲーム制作コンペティション」（脳トレゲーム制作コンペティション）で、

理工学部情報工学科の学生4人のチームが、最高賞のグランプリを受賞した。

　コンペティションの対象は高齢世代がPCで遊ぶことのできるゲーム。４人の作品は、ゲーム

性の高さとともに、操作などのわかりやすさを重視した点が高く評価された。４人は「デザイン

や発想力など、さまざまな面で満足のいく作品を作れた。でも、まさか一番になれるとは」と驚

き、グランプリ受賞を喜んでいる。

ChudaiNews

高年の世代だけでなく、子供も来

場することに気付いた。どの世代も

楽しめるコンテンツにしようと、「ゆ

でたまごくん」を設定した。体験者

が増えることを予想して、ブースに

は主催者が用意したPC２台に加

え、独自に２台を増設し、盛況だっ

た。制作の早い段階で、幅広い年

齢層の来場を把握したことも“勝

因”の一つといえる。

　応募は、リーダーの木原さんが

2022年春、後楽園キャンパス６号

館で開催告知のポスターを見たこ

とがきっかけ。役割を分担して本格

▲コンペティション前夜祭での一枚

　全国電子工学系学校ゲーム制作コンペティション（脳トレ

ゲーム制作コンペティション）は、若年世代の才能の育成と、シ

ニア世代の認知予防、脳年齢活性化を目的に始まった。4回目

の今回は全国の電子工学系の大学、専門学校260校が参加

し、予選を勝ち抜いた13校が2022年11月5日に名古屋市の

ポートメッセなごやで開催された決勝大会で作品を発表した。

各ブースで実際にゲームを体験した一般の来場者が審査員と

なり採点した。一般社団法人日本電子機器補修協会の主催。

260校が参加、予選を勝ち抜いた13校の頂点に

的に制作に着手し、８月の１カ月間

で完成した。4人でアイデアを出し

合い、「満足のいく自信の作品」（木

原さん）に練り上げた。

　尾林さんは「アイデアを伝え合う

積極性が大事だと学んだ。社会人

になればチームで活動する機会も

増えるし、今回の経験が生きると思

う」と話す。グランプリ受賞とコン

ペティション決勝大会での経験は、

4人の今後の学修や活動の励みに

もなったようだ。

尾林郁海さん

木原康生さん

児玉海斗さん

生田智也さん

画面上のデザインをわかりやすくしたり、操作方法を整えたり
できるUI（ユーザーインターフェイス）と、音響を担当。ゲームに
適したBGMを選ぶのに苦心したという。

メインプログラム全般担当。デザイン以外の、ゲームの骨格や
仕組みをつかさどる全てを担当。「わかりやすさ」「ゲーム性」の
両立に力を注いだ。

道路や建物など背景を画面上に配置するマップ担当。３D上
でゲーム制作を可能とするソフトウェア「unity」で、フリーの素
材を探すのに苦労したという。unityは3年前期の情報工学科
の授業「画像コンテンツ演習」でも使用した。

キャラクターデザイン、全体のアニメーション担当。キャラク
ターの「ゆでたまごくん」の“生みの親”。どの世代からも「かわい
らしいキャラクター」と評価されたことに充実感を覚えている。

しょうだ

こうせい
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頭の体操が
可能なゲーム「egger」

　グランプリを受賞したのは、情

報工学科４年（受賞時３年）の木原

康生さん、尾林郁海さん、児玉海斗

さん、生田智也さんの４人。

　受賞作品は「egger」と名付けら

れた「頭の体操」的な要素の強い

ゲームで、さまざまなジャンルのク

イズに正解すると、親しみのあるデ

ザインのキャラクター「ゆでたまご

くん」が画面の奥へと前進していく

という比較的シンプルな仕組み。思

考力と反応時間のスピードに着目し

て制作したという。

　著作権などの関係でゲーム画面

を紹介できないのは残念だが、体

験者のスコアをランキング形式で

表示し、競争を生むことで、「繰り返

しチャレンジしたい」というゲーム

への“依存性”を高めた。実際に何

度も挑戦する人がいて、この作戦

は奏功。作品への評価にも結び付

いた。

　4人の作品は、ほかのチームの作

品と比べて「ゲーム性」「わかりやす

さ」のバランスに秀でていた。また、

生田さんが「アイデアが素晴らし

く、ゲーム性の高い他校の作品に

は驚きもあった」、児玉さんが「ゲー

ムに専門的に取り組んでいるチー

ムと競い合えてうれしかった」と振

り返ったように、コンペティション

自体を楽しめたという。

過去の大会映像も
分析し対策
「自信作」で栄冠

　過去の大会の映像を分析し、中

　シニア世代の認知予防、脳年齢の活性化などを目的に、2022年11月に開催された「第４回

全国電子工学系学校ゲーム制作コンペティション」（脳トレゲーム制作コンペティション）で、

理工学部情報工学科の学生4人のチームが、最高賞のグランプリを受賞した。

　コンペティションの対象は高齢世代がPCで遊ぶことのできるゲーム。４人の作品は、ゲーム

性の高さとともに、操作などのわかりやすさを重視した点が高く評価された。４人は「デザイン

や発想力など、さまざまな面で満足のいく作品を作れた。でも、まさか一番になれるとは」と驚

き、グランプリ受賞を喜んでいる。

ChudaiNews

高年の世代だけでなく、子供も来

場することに気付いた。どの世代も

楽しめるコンテンツにしようと、「ゆ

でたまごくん」を設定した。体験者

が増えることを予想して、ブースに

は主催者が用意したPC２台に加

え、独自に２台を増設し、盛況だっ

た。制作の早い段階で、幅広い年

齢層の来場を把握したことも“勝

因”の一つといえる。

　応募は、リーダーの木原さんが

2022年春、後楽園キャンパス６号

館で開催告知のポスターを見たこ

とがきっかけ。役割を分担して本格

▲コンペティション前夜祭での一枚

　全国電子工学系学校ゲーム制作コンペティション（脳トレ

ゲーム制作コンペティション）は、若年世代の才能の育成と、シ

ニア世代の認知予防、脳年齢活性化を目的に始まった。4回目

の今回は全国の電子工学系の大学、専門学校260校が参加

し、予選を勝ち抜いた13校が2022年11月5日に名古屋市の

ポートメッセなごやで開催された決勝大会で作品を発表した。

各ブースで実際にゲームを体験した一般の来場者が審査員と

なり採点した。一般社団法人日本電子機器補修協会の主催。

260校が参加、予選を勝ち抜いた13校の頂点に

的に制作に着手し、８月の１カ月間

で完成した。4人でアイデアを出し

合い、「満足のいく自信の作品」（木

原さん）に練り上げた。

　尾林さんは「アイデアを伝え合う

積極性が大事だと学んだ。社会人

になればチームで活動する機会も

増えるし、今回の経験が生きると思

う」と話す。グランプリ受賞とコン

ペティション決勝大会での経験は、

4人の今後の学修や活動の励みに

もなったようだ。

尾林郁海さん

木原康生さん

児玉海斗さん

生田智也さん

画面上のデザインをわかりやすくしたり、操作方法を整えたり
できるUI（ユーザーインターフェイス）と、音響を担当。ゲームに
適したBGMを選ぶのに苦心したという。

メインプログラム全般担当。デザイン以外の、ゲームの骨格や
仕組みをつかさどる全てを担当。「わかりやすさ」「ゲーム性」の
両立に力を注いだ。

道路や建物など背景を画面上に配置するマップ担当。３D上
でゲーム制作を可能とするソフトウェア「unity」で、フリーの素
材を探すのに苦労したという。unityは3年前期の情報工学科
の授業「画像コンテンツ演習」でも使用した。

キャラクターデザイン、全体のアニメーション担当。キャラク
ターの「ゆでたまごくん」の“生みの親”。どの世代からも「かわい
らしいキャラクター」と評価されたことに充実感を覚えている。

しょうだ

こうせい
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出場選手全員が活躍

　大会では、男子小型乗用の部

（A・B）、男子小型貨物の部（A・B）の

それぞれの出場者が同じ車両に乗

り、運転技術と走破タイムを競った。

A、Bはコースの違いで、中大は小型

貨物の部Aで渡邉選手、小型貨物

の部Bで尾形莉欧選手（国際経営

４）が優勝。小型乗用の部Aで水口

主将が2位、小型乗用の部Bでは中

村優斗選手（法３）が３位に入り、ポ

イント制の団体優勝を勝ち取った。

　水口主将と渡邉選手、尾形選手

は前回の2021年度も出場したメン

バー。水口主将は「前回はミスが多

くて勝てなかった。その苦い経験を

生かし、今回こそ優勝しようという意

気込みで挑み、皆が活躍してくれ

た」と笑顔で振り返る。渡邉選手は

「（優勝は）一年で最もうれしかった

瞬間でした。個人の優勝もうれしい

　自動車部が2022年11月の全日本学生自動車運転競技選手権大会（三重・鈴鹿サーキット）
で男子団体を制覇した。全日本クラスの学生大会での団体優勝は2019年の全日本学生ジム
カーナ選手権以来3年ぶり。2021年度の前回大会で団体4位に終わった悔しさを晴らし、男子
個人でも2選手が優勝を飾った。水口来夢主将（商４、優勝当時３年）と、副主将の渡邉知成選
手（商４、同3年）の2人に、優勝の喜びや自動車競技の魅力などを聞いた。

が、主将の努力やチームへの献身

が報われて本当によかった」と、水

口主将への感謝の思いを口にした。

自動車部OBからの
“秘伝”
「見えないラインを
感覚で攻略」

　勝因やコース攻略の決め手を尋

ねると、渡邉選手は「細かな車両の

ChudaiNews

渡邉知成選手、尾形莉欧選手は個人戦も制覇
モータースポーツの魅力
「非日常的なエンターテインメント性」

動きに対する自分自身の認知の早

さ」を挙げた。コースのボックス内

のラインや、疑似の缶の位置を見定

めるスピードを意味するという。

　車両左側に設定されたラインや

缶は当然、右ハンドルの運転席か

らは見えないか、見えにくい。その

攻略について「動かしたり止めたり

する際、車両右側の位置をまず定

めることで、（左側を）感覚で攻めて

いくことが大事」と語る。自動車部

OBから教えられたこの攻略法が大

会でも効果を発揮したという。

　幼少期からレーシングドライバー

になりたかったという渡邉選手は

「中大の選手として出場することが

モチベーションの一つ」とも語り、

水口主将は「協賛企業との交渉

だったり、メカニック担当だったり

と、運転そのものには興味がなくて

も続けられる部活動です」と大勢

の入部を歓迎する。

全日本総合杯の獲得へ
「大学ラストイヤーを
楽しむ」

　2人が最上級生となった2023年

度は、大会連覇とともに、ジムカー

ナ、ダートトライアルを含めた3種目

の総合ポイントで競う「全日本学生

自動車連盟年間総合杯」（全日本

総合杯）の獲得を目指す。自動車部

が最大の目標に掲げるタイトルだ。

　渡邉選手は「ハンドルを回す速

さはどの学生にも引けを取らない」

と自負している。「通常の一般道路

では見られない車の動きに触れる

ことができるのがモータースポーツ

の面白さ」とも語り、非日常的なエ

ンターテインメント性を魅力に挙げ

る。「リザルト（結果）を求めながら

大学のラストイヤーを楽しみたい」

と、期待に胸を膨らませている。

☆全日本学生自動車運転競技選手権大会

　一辺が5.2～６メートルの正方形のエリア（ボックス）内での転回、切り返しの技量や、クランクやS字、狭路のスラロームなどでの正確な
運転技術が求められ、複数のボックスが設けられた周回コースの走破タイムを争う。コース上では、たとえば「ボックスに車両のフロントか
ら入り、この位置にリアから止め、リアからボックスを出る」などといった規定通りに走行し、エリアを仕切るラインにタイヤが触れたり、疑
似に設けられた缶を踏んだりすると減点となる。
　図形や形を意味する「フィギュア」と呼ばれるモータースポーツで、舗装路コースを競技車両が単独で走行するタイムトライアル「ジム
カーナ」、専用ダート場（未舗装路）でタイムを競う「ダートトライアル」との3種目の総合点で順位を競うのが全日本学生自動車連盟年間総
合杯（全日本総合杯）となる。

らいむ

りお

「男子小型貨物の部A」で優勝した渡邉知成選手（前列中央）を囲んで▲
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出場選手全員が活躍

　大会では、男子小型乗用の部

（A・B）、男子小型貨物の部（A・B）の

それぞれの出場者が同じ車両に乗

り、運転技術と走破タイムを競った。

A、Bはコースの違いで、中大は小型

貨物の部Aで渡邉選手、小型貨物

の部Bで尾形莉欧選手（国際経営

４）が優勝。小型乗用の部Aで水口

主将が2位、小型乗用の部Bでは中

村優斗選手（法３）が３位に入り、ポ

イント制の団体優勝を勝ち取った。

　水口主将と渡邉選手、尾形選手

は前回の2021年度も出場したメン

バー。水口主将は「前回はミスが多

くて勝てなかった。その苦い経験を

生かし、今回こそ優勝しようという意

気込みで挑み、皆が活躍してくれ

た」と笑顔で振り返る。渡邉選手は

「（優勝は）一年で最もうれしかった

瞬間でした。個人の優勝もうれしい

　自動車部が2022年11月の全日本学生自動車運転競技選手権大会（三重・鈴鹿サーキット）
で男子団体を制覇した。全日本クラスの学生大会での団体優勝は2019年の全日本学生ジム
カーナ選手権以来3年ぶり。2021年度の前回大会で団体4位に終わった悔しさを晴らし、男子
個人でも2選手が優勝を飾った。水口来夢主将（商４、優勝当時３年）と、副主将の渡邉知成選
手（商４、同3年）の2人に、優勝の喜びや自動車競技の魅力などを聞いた。

が、主将の努力やチームへの献身

が報われて本当によかった」と、水

口主将への感謝の思いを口にした。

自動車部OBからの
“秘伝”
「見えないラインを
感覚で攻略」

　勝因やコース攻略の決め手を尋

ねると、渡邉選手は「細かな車両の

ChudaiNews

渡邉知成選手、尾形莉欧選手は個人戦も制覇
モータースポーツの魅力
「非日常的なエンターテインメント性」

動きに対する自分自身の認知の早

さ」を挙げた。コースのボックス内

のラインや、疑似の缶の位置を見定

めるスピードを意味するという。

　車両左側に設定されたラインや

缶は当然、右ハンドルの運転席か

らは見えないか、見えにくい。その

攻略について「動かしたり止めたり

する際、車両右側の位置をまず定

めることで、（左側を）感覚で攻めて

いくことが大事」と語る。自動車部

OBから教えられたこの攻略法が大

会でも効果を発揮したという。

　幼少期からレーシングドライバー

になりたかったという渡邉選手は

「中大の選手として出場することが

モチベーションの一つ」とも語り、

水口主将は「協賛企業との交渉

だったり、メカニック担当だったり

と、運転そのものには興味がなくて

も続けられる部活動です」と大勢

の入部を歓迎する。

全日本総合杯の獲得へ
「大学ラストイヤーを
楽しむ」

　2人が最上級生となった2023年

度は、大会連覇とともに、ジムカー

ナ、ダートトライアルを含めた3種目

の総合ポイントで競う「全日本学生

自動車連盟年間総合杯」（全日本

総合杯）の獲得を目指す。自動車部

が最大の目標に掲げるタイトルだ。

　渡邉選手は「ハンドルを回す速

さはどの学生にも引けを取らない」

と自負している。「通常の一般道路

では見られない車の動きに触れる

ことができるのがモータースポーツ

の面白さ」とも語り、非日常的なエ

ンターテインメント性を魅力に挙げ

る。「リザルト（結果）を求めながら

大学のラストイヤーを楽しみたい」

と、期待に胸を膨らませている。

☆全日本学生自動車運転競技選手権大会

　一辺が5.2～６メートルの正方形のエリア（ボックス）内での転回、切り返しの技量や、クランクやS字、狭路のスラロームなどでの正確な
運転技術が求められ、複数のボックスが設けられた周回コースの走破タイムを争う。コース上では、たとえば「ボックスに車両のフロントか
ら入り、この位置にリアから止め、リアからボックスを出る」などといった規定通りに走行し、エリアを仕切るラインにタイヤが触れたり、疑
似に設けられた缶を踏んだりすると減点となる。
　図形や形を意味する「フィギュア」と呼ばれるモータースポーツで、舗装路コースを競技車両が単独で走行するタイムトライアル「ジム
カーナ」、専用ダート場（未舗装路）でタイムを競う「ダートトライアル」との3種目の総合点で順位を競うのが全日本学生自動車連盟年間総
合杯（全日本総合杯）となる。

らいむ

りお

「男子小型貨物の部A」で優勝した渡邉知成選手（前列中央）を囲んで▲
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〈男子小型乗用の部A〉
① 中野龍太（早稲田大）
② 水口来夢（中央大）
③ 小野徳馬（慶應大）

〈男子小型乗用の部B〉
① 柳内滉洋（早稲田大）
② 後藤正太郎（慶應大）
③ 中村優斗（中央大）

〈男子小型貨物の部A〉
① 渡邉知成（中央大）
② 菰田千也（慶應大）
③ 近藤怜（早稲田大）

〈男子小型貨物の部B〉
① 尾形莉欧（中央大）
② 渡辺龍之信（慶應大）
③ 宮田晃希（青山学院大）

(成績は全日本学生自動車連盟のサイトより抜粋)

■2022年度全日本学生自動車運転競技選手権大会（11月20日、三重・鈴鹿サーキット）
〈男子団体の部〉
大学名 総得点 小型乗用A 小型乗用B 小型貨物A 小型貨物B
① 中央大 350 80 70 100 100
② 早稲田大 330 100 100 70 60
③ 慶應大 310  70 80 80  80
④ 立教大 255 60  65 65 65
⑤ 広島大 211 65 41 55 50
（上位5校）

出場選手全員が活躍

　大会では、男子小型乗用の部

（A・B）、男子小型貨物の部（A・B）の

それぞれの出場者が同じ車両に乗

り、運転技術と走破タイムを競った。

A、Bはコースの違いで、中大は小型

貨物の部Aで渡邉選手、小型貨物

の部Bで尾形莉欧選手（国際経営

４）が優勝。小型乗用の部Aで水口

主将が2位、小型乗用の部Bでは中

村優斗選手（法３）が３位に入り、ポ

イント制の団体優勝を勝ち取った。

　水口主将と渡邉選手、尾形選手

は前回の2021年度も出場したメン

バー。水口主将は「前回はミスが多

くて勝てなかった。その苦い経験を

生かし、今回こそ優勝しようという意

気込みで挑み、皆が活躍してくれ

た」と笑顔で振り返る。渡邉選手は

「（優勝は）一年で最もうれしかった

瞬間でした。個人の優勝もうれしい

が、主将の努力やチームへの献身

が報われて本当によかった」と、水

口主将への感謝の思いを口にした。

自動車部OBからの
“秘伝”
「見えないラインを
感覚で攻略」

　勝因やコース攻略の決め手を尋

ねると、渡邉選手は「細かな車両の

ChudaiNews

動きに対する自分自身の認知の早

さ」を挙げた。コースのボックス内

のラインや、疑似の缶の位置を見定

めるスピードを意味するという。

　車両左側に設定されたラインや

缶は当然、右ハンドルの運転席か

らは見えないか、見えにくい。その

攻略について「動かしたり止めたり

する際、車両右側の位置をまず定

めることで、（左側を）感覚で攻めて

いくことが大事」と語る。自動車部

OBから教えられたこの攻略法が大

会でも効果を発揮したという。

　幼少期からレーシングドライバー

になりたかったという渡邉選手は

「中大の選手として出場することが

モチベーションの一つ」とも語り、

水口主将は「協賛企業との交渉

だったり、メカニック担当だったり

と、運転そのものには興味がなくて

も続けられる部活動です」と大勢

の入部を歓迎する。

全日本総合杯の獲得へ
「大学ラストイヤーを
楽しむ」

　2人が最上級生となった2023年

度は、大会連覇とともに、ジムカー

ナ、ダートトライアルを含めた3種目

の総合ポイントで競う「全日本学生

自動車連盟年間総合杯」（全日本

総合杯）の獲得を目指す。自動車部

が最大の目標に掲げるタイトルだ。

　渡邉選手は「ハンドルを回す速

さはどの学生にも引けを取らない」

と自負している。「通常の一般道路

では見られない車の動きに触れる

ことができるのがモータースポーツ

の面白さ」とも語り、非日常的なエ

ンターテインメント性を魅力に挙げ

る。「リザルト（結果）を求めながら

大学のラストイヤーを楽しみたい」

と、期待に胸を膨らませている。

全日本学生自動車運転競技選手権大会の男子団体優勝を喜ぶ水口来夢主将（右）と渡邉知成選手▶

▼自動車部のジムカーナの車両
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〈男子小型乗用の部A〉
① 中野龍太（早稲田大）
② 水口来夢（中央大）
③ 小野徳馬（慶應大）

〈男子小型乗用の部B〉
① 柳内滉洋（早稲田大）
② 後藤正太郎（慶應大）
③ 中村優斗（中央大）

〈男子小型貨物の部A〉
① 渡邉知成（中央大）
② 菰田千也（慶應大）
③ 近藤怜（早稲田大）

〈男子小型貨物の部B〉
① 尾形莉欧（中央大）
② 渡辺龍之信（慶應大）
③ 宮田晃希（青山学院大）

(成績は全日本学生自動車連盟のサイトより抜粋)

■2022年度全日本学生自動車運転競技選手権大会（11月20日、三重・鈴鹿サーキット）
〈男子団体の部〉
大学名 総得点 小型乗用A 小型乗用B 小型貨物A 小型貨物B
① 中央大 350 80 70 100 100
② 早稲田大 330 100 100 70 60
③ 慶應大 310  70 80 80  80
④ 立教大 255 60  65 65 65
⑤ 広島大 211 65 41 55 50
（上位5校）

出場選手全員が活躍

　大会では、男子小型乗用の部

（A・B）、男子小型貨物の部（A・B）の

それぞれの出場者が同じ車両に乗

り、運転技術と走破タイムを競った。

A、Bはコースの違いで、中大は小型

貨物の部Aで渡邉選手、小型貨物

の部Bで尾形莉欧選手（国際経営

４）が優勝。小型乗用の部Aで水口

主将が2位、小型乗用の部Bでは中

村優斗選手（法３）が３位に入り、ポ

イント制の団体優勝を勝ち取った。

　水口主将と渡邉選手、尾形選手

は前回の2021年度も出場したメン

バー。水口主将は「前回はミスが多

くて勝てなかった。その苦い経験を

生かし、今回こそ優勝しようという意

気込みで挑み、皆が活躍してくれ

た」と笑顔で振り返る。渡邉選手は

「（優勝は）一年で最もうれしかった

瞬間でした。個人の優勝もうれしい

が、主将の努力やチームへの献身

が報われて本当によかった」と、水

口主将への感謝の思いを口にした。

自動車部OBからの
“秘伝”
「見えないラインを
感覚で攻略」

　勝因やコース攻略の決め手を尋

ねると、渡邉選手は「細かな車両の

ChudaiNews

動きに対する自分自身の認知の早

さ」を挙げた。コースのボックス内

のラインや、疑似の缶の位置を見定

めるスピードを意味するという。

　車両左側に設定されたラインや

缶は当然、右ハンドルの運転席か

らは見えないか、見えにくい。その

攻略について「動かしたり止めたり

する際、車両右側の位置をまず定

めることで、（左側を）感覚で攻めて

いくことが大事」と語る。自動車部

OBから教えられたこの攻略法が大

会でも効果を発揮したという。

　幼少期からレーシングドライバー

になりたかったという渡邉選手は

「中大の選手として出場することが

モチベーションの一つ」とも語り、

水口主将は「協賛企業との交渉

だったり、メカニック担当だったり

と、運転そのものには興味がなくて

も続けられる部活動です」と大勢

の入部を歓迎する。

全日本総合杯の獲得へ
「大学ラストイヤーを
楽しむ」

　2人が最上級生となった2023年

度は、大会連覇とともに、ジムカー

ナ、ダートトライアルを含めた3種目

の総合ポイントで競う「全日本学生

自動車連盟年間総合杯」（全日本

総合杯）の獲得を目指す。自動車部

が最大の目標に掲げるタイトルだ。

　渡邉選手は「ハンドルを回す速

さはどの学生にも引けを取らない」

と自負している。「通常の一般道路

では見られない車の動きに触れる

ことができるのがモータースポーツ

の面白さ」とも語り、非日常的なエ

ンターテインメント性を魅力に挙げ

る。「リザルト（結果）を求めながら

大学のラストイヤーを楽しみたい」

と、期待に胸を膨らませている。

全日本学生自動車運転競技選手権大会の男子団体優勝を喜ぶ水口来夢主将（右）と渡邉知成選手▶

▼自動車部のジムカーナの車両

茗荷谷、駿河台、小石川  都心に新キャンパス

文理融合型の
教育・研究が進展

☆小石川キャンパス

　２階建て、延べ床面積1509平方メートル。体育館と付
属棟で構成。公式バスケットコート１面、バレーボール
コート２面の広さ。天井高さは梁下7.5メートル。

☆茗荷谷キャンパス

　地上8階・地下２階建て、延べ床面
積約3万3500平方メートル。大教室、
研究室のほか、生涯学習の場として
の文京区の地域活動センター、保育
所、郵便局、カフェを併設している。
立地は東京メトロ茗荷谷駅から徒歩
１分。

☆駿河台キャンパス

　地上20階・地下１階建て、延べ床面積1
万5639平方メートル。教室、模擬法廷、大
会議室、図書室などを備えている。JR御茶
ノ水駅から徒歩3分、東京メトロ御茶ノ水
駅徒歩６分・新御茶ノ水駅徒歩３分。駿河台キャンパスの模擬法廷

小石川キャンパス体育館

　都心における中央大学の新しい学修拠点となる茗荷谷、駿河台、小石川の３キャン

パスが開校した。

　茗荷谷キャンパス（文京区大塚）には法学部が移転。駿河台キャンパス（千代田区神

田駿河台）は駿河台記念館を建て替え、専門職大学院法務研究科（ロースクール）と戦

略経営研究科（ビジネススクール）の教育・研究施設となるほか、卒業生で組織する学

員会の本部機能も備える。小石川キャンパス（文京区春日）は体育館と学生の交流のた

めの多目的室などの機能を持たせている。

　法曹養成のさらなる充実とともに、東京メトロ丸ノ内線で直結する後楽園キャンパス（理工学部）や、近隣の市ヶ谷田町キャン

パス（国際情報学部）とあわせ、法学系と理工系が連携した文理融合型の教育・研究の進展が期待されている。

252520232023春号春号    HAKUMON Chuo    HAKUMON Chuo


